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附属大塚 学校だより 

本校は、世界最高水準の知的障害教育を目指します。
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共につくる交流の場！～共生社会の実現に向けて⑦～ 

　小学部は附属駒場高校と交流を行なっています。一般の学校では特別支援
学校側が企画することがほとんどの「交流及び共同学習」ですが、本校と附
属学校群（駒場・附高・坂戸）との交流は違います。附属駒場では、「総合
的な探求の時間（小中学部では「総合的な学習の時間」）」に位置付けられ
た「障害科学・ともにいきる」というゼミが開講されています。このゼミは、
障害についての理解を深め、共生社会のあり方を考えることを目的としてお
り、本学大学教員や附属学校教員が講師を務めています。ゼミは「講義」、
「疑似体験」、「交流及び共同学習」の３部で構成され、本校とはミライの
体育館プロジェクトのコンテンツ制作を通した高校生主導の交流会が企画さ
れています。先月行われた交流会では、１７名の生徒が来校し、３つのグルー
プが制作したゲームを小学部児童と一緒に楽しみました。こうした交流で大
切なことは、特別支援学校側と普通学校側の双方が主体的に取り組む学習を
展開することです。高等部では坂戸高校の生徒が考案するアダプテッドスポー
ツを行います。実際に支援の必要な本校児童生徒との関わりを通して、多様
性の理解、そして必要な支援や共生社会の在り方について考えるきっかけと
なっているようです。本校では、こうした「交流および共同学習」を通した
インクルーシブ教育のモデルをこれからも発信していきます。
　今回の交流会には数名の関附P連役員が視察されました。ミライの体育館
によるプロジェクションマッピングの教材が支援学校の教育活動を支えてい
ることや、児童生徒が関わる様子から「交流および共同学習」によるインク
ルーシブな学びの可能性を感じていただきました。こうした取り組みは駒場
や坂戸からも実践を発信する機会が多くなり注目されてきているようでした。

「GRIT（やり抜く力）」～教室の窓から④～ 

　人が自分の持っている力を発揮しながら成長していくためには「やり
抜く力（GRI T）」が必要だそうです。「G」：Guts（度胸）、「R」：
Resilience（復元力）、「I」：Initiative（自発性）、「T」：Tenacity（執念）の４つの言葉の頭文字をとった
「やり抜く力（GRIT）」。成功経験や他者に認められる経験を積み重ねることによって、困難場面でつまずい
ても次また頑張ろうという前向きな気持ちを育てたいと考える知的障害
教育においても、４つの「やり抜く力」は大切です。今年の大塚祭では、
幼児児童生徒が日頃の練習成果を発揮しようと努力する姿を見ることが
できました。高等部生徒のTシャツには「Keep Running!」とプリントされ
ていました。生徒達が考えた新しい高等部のスローガンのようです。何
かをし続けることは容易ではありません。それでも最後まで「やり抜こ
う」とする動機を持ち続けながら何かに向かう姿勢を「今」そしてこれ
からの「将来」で大切にして欲しいと願っています。本校では、そうした
物事に「向かう力」を育てていきます。 
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　チパガンティ特別支援学校との交流事業　～実践研究の深化、そして発信④～　 
　１２月１７日（火）「インドネシアの知的障害特別支援学校との授業研究による交流事業」として本校
とバンドン市内のチパガンティ特別支援学校とのスカイプ（Face   Time）による遠隔授業研究を行いました。
本校から２名の教員が機材を持ち込んで現地を訪問し、中学生がバラの苗を栽培する題材を通して言葉や
数を学ぶ授業を動画で撮影しました。現地から送られてきた動画を視聴した後、モニターで互いの顔を見
ながら質疑応答を行いました。研究会はチパガンティの教員の他、インドネシア教育大学の教員や学生も
参加され、本校との遠隔協議への関心の高さがうかがえました。教員や学生からは、生徒一人一人に応じ
た指導の工夫や障害の重い生徒への対応についての質問があり、日々悩まれていることが私たちと同じで
あることを知りました。大学教員の校長先生からは、今後も交流事業を継続していきたいというお言葉を
いただき、本校の果たす役割を実感すると同時に私達も実践の質を高めていく必要があると感じました。
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～学校評価アンケートについて～ 

　令和元年度学校評価アンケートへのご協力ありが
とうございました。今年度は、79.7％の回収ができ
ました。保護者の皆様からいただいた貴重なご意見
をもとに、本校の教育活動ならびに学校運営のより
一層の充実を図るたいと考えます。

1月の予定　　 
　新年明けましておめでとうございます。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

　８日（水）３学期始業式
　　　　　　短縮日課
　　　　　　下校10:15（幼小）10:30（中高）
　９日（木）短縮日課
　　　　　　下校11:15（幼小）11:30（中高）
　　　　　　介護等体験O-①
　　　　　　餅つき会（小）
　　　　　　スマイル（中）
　　　　　　新入生説明会10:00～会議室
１０日（金）給食開始
　　　　　　介護等体験O-②
　　　　　　スマイル（高）
　　　　　　スキー合宿事前学習②（中高）
　　　　　　卒業記念写真撮影13:00～
　　　　　　※卒業生と保護者が一緒に撮影
　　　　　　保護者会
１３日（月）成人の日
１４日（火）発育測定（幼小）
　　　　　　ALT英会話（中）
　　　　　　スキー合宿事前学習③（中高）
１５日（水）介護等体験（幼①）
　　　　　　保護者会（幼）10:30～
１６日（木）生徒会選挙活動（高）～2月5日

　　　　　　

１６日（木）校外学習（中⑤）
１７日（金）介護等体験（幼②）
１９日（日）青年学級成人式
２１日（火）スキー合宿事前検診13:30～　　　　
２２日（水）にこにこ広場⑫（幼）
　　　　　　スキー合宿①（中高）～２４日（金）
　　　　　　介護等体験（幼①）
　　　　　　新入生制服採寸14:00～和室他
２３日（木）スキー合宿②（中高）
　　　　　　校外学習（小）
　　　　　　介護等体験（幼②）
２４日（金）スキー合宿③（中高）
　　　　　　学校休業（小）
３０日（木）新入生制服採寸14:00～和室他
３１日（金）学校休業（幼）
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　


